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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指示入力に基づいてコンテンツを録画する第１のモードと、所定条件に基づいてコンテ
ンツを録画する第２のモードとにより録画されたコンテンツを記憶する記憶部と、
　前記第１のモードにより録画するコンテンツを記録する前記記憶部の中の第１のエリア
と前記第２のモードにより録画するコンテンツを記憶する第２のエリアとの容量の比率で
ある記憶容量比率を、任意の範囲で制御するとともに、前記第２のモードによって前記第
２のエリアに録画された前記コンテンツの容量が所定の容量に達した場合、前記所定の容
量に達した旨と前記第２のモードにより録画された前記コンテンツを削除する方法とを表
示部に表示する制御を行う制御部と、を具備し、前記制御部は、前記表示部に表示された
前記コンテンツを削除する方法のうち、選択された前記方法に基づき前記第２のエリアに
保存された前記第２のモードにより録画された前記コンテンツを削除する電子機器。
【請求項２】
　前記第２のモードは、コンテンツのジャンル、操作履歴、検索履歴、予約履歴、推薦情
報の少なくとも１つに基づいて特定するコンテンツを記憶するモードを含む、
請求項１の電子機器。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１のモードと前記第２のモードとを変更できる、
請求項１、２のいずれかの電子機器。
【請求項４】



(2) JP 6410905 B2 2018.10.24

10

20

30

40

50

　前記表示部は、前記第１のモードと前記第２のモードとを変更するための指示入力を、
１つのコンテンツについて受け付ける画面表示または複数のコンテンツについて受け付け
る画面表示を切り替え可能に表示する、
請求項３の電子機器。
【請求項５】
　前記表示部を、一体に具備する、
請求項１、２、３、４のいずれかの電子機器。
【請求項６】
　指示入力に基づいてコンテンツを録画する第１のモードと、所定条件に基づいてコンテ
ンツを録画する第２のモードとにより録画されたコンテンツを記憶する記憶部の、
　前記第１のモードにより録画するコンテンツを記憶する前記記憶部の中の第１のエリア
と第２のモードにより録画するコンテンツを記憶する第２のエリアとの容量の比率である
記憶容量比率を、任意の範囲の比率で制御するとともに、第２のモードによって前記第２
のエリアに録画されたコンテンツの容量が所定の容量に達した場合、前記所定の容量に達
した旨と第２のモードにより録画された前記コンテンツを削除する方法とを表示するよう
に制御し、
　表示された前記コンテンツを削除する方法のうち、選択された前記方法に基づき前記第
２のエリアに保存された前記第２のモードにより録画された前記コンテンツを削除する電
子機器の制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器、及び電子機器の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放送信号を受信し、受信した放送信号に含まれている番組などを録画することが
できる放送受信装置などの電子機器が一般的に普及している。また、放送受信装置は、予
め設定された条件に該当する番組をハードディスクドライブなどのストレージに自動的に
録画することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２２０６９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の放送受信装置は、自動録画により放送受信装置のストレージの容量を圧迫する可
能性がある。この為、ユーザが所望する番組を録画する為の容量が不足する可能性がある
という課題がある。
【０００５】
　本発明の一形態の目的は、より高い利便性を有する電子機器、及び電子機器の制御方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態の電子機器は、記憶部と、表示部とを、具備する。記憶部は、指示入力に基づ
いてコンテンツを録画する第１のモードと、所定条件に基づいてコンテンツを録画する第
２のモードとにより録画されたコンテンツを記憶する。制御部は、前記第１のモードによ
り録画するコンテンツを記録する前記記憶部の中の第１のエリアと前記第２のモードによ
り録画するコンテンツを記憶する第２のエリアとの容量の比率である記憶容量比率を、任
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意の範囲の比率で前記コンテンツを録画するよう制御するとともに、前記第２のモードに
よって前記第２のエリアに録画された前記コンテンツの容量が前記記憶部の所定の容量に
達した場合、前記所定の容量に達した旨と前記第２のモードにより録画された前記コンテ
ンツを削除する方法とを表示部に表示する制御を行う。また制御部は、表示された前記コ
ンテンツを削除する方法のうち、選択された前記方法に基づき前記第２のエリアに保存さ
れた前記第２のモードにより録画された前記コンテンツを削除する。
 
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図２】図２は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図３】図３は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図４】図４は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図５】図５は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図６】図６は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図７】図７は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図８】図８は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図９】図９は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１０】図１０は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１１】図１１は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１２】図１２は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１３】図１３は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１４】図１４は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１５】図１５は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１６】図１６は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１７】図１７は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【図１８】図１８は、一実施形態に係る放送受信装置について説明する為の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図を参照しながら、一実施形態に係る放送受信装置、自動録画システム、放送受
信装置の制御方法、及びサーバについて詳細に説明する。
【０００９】
　図１は、一実施形態に係る放送受信装置１００の例を示す。　
【００１０】
　放送受信装置１００は、例えば、放送信号を受信し、番組を録画することができる電子
機器である。放送受信装置１００は、例えば、テレビ、レコーダ、チューナを備えたＰＣ
、チューナを備えた携帯電話端末などの電子機器である。
【００１１】
　放送受信装置１００は、予め設定された自動録画条件（番組フォーラム）に従って、放
送信号内の自動録画条件に該当する番組を自動的に録画（おまかせ録画）する。
【００１２】
　放送受信装置１００は、操作入力に従って自動録画を実行することが設定された場合、
ユーザの好みの番組をネットワーク上のサーバに格納されている情報を用いて探し出す。
放送受信装置１００は、探し出した番組を自動的に録画する。
【００１３】
　放送受信装置１００は、例えば、ユーザにより入力された情報、操作履歴、検索履歴、
予約のキャンセル履歴、または他のユーザから供給された推薦情報を用いて自動録画条件
を生成する。例えば、放送受信装置１００は、番組タイトル、人名または地名などの固有
名称を用いたキーワード、ランキング、ジャンルなどを用いて自動録画条件を生成する。
【００１４】
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　例えば、放送受信装置１００は、自動録画条件をサーバ２００に送信する。サーバ２０
０は、番組がより細かなシーンに分割されたイベントの固有のイベントＩＤと、属性と、
チャンネルと、放送日時とを対応づけて予め記憶するデータベースを備える。サーバ２０
０は、受信した自動録画条件に該当する属性を持つイベントＩＤを検索する。サーバ２０
０は、検索されたイベントＩＤに対応付けられているチャンネル及び放送日時を特定する
為の情報（特定情報）を放送受信装置１００に供給する。放送受信装置１００は、受信し
た特定情報と、自動録画（おまかせ録画）の動作を指定する為の自動録画設定とに基づい
て、上記の自動録画条件に該当する番組を自動的に録画する。
【００１５】
　図１に示されるように、放送受信装置１００は、放送信号入力端子１１０、チューナ１
１１、復調部１１２、信号処理部１１３、音声処理部１２１、映像処理部１３１、ＯＳＤ
処理部１３２、表示処理部１３３、制御部１５０、操作入力部１６１、受光部１６２、通
信部１７１、及びストレージ１７２を備える。また、放送受信装置１００は、さらにスピ
ーカ１２２及びディスプレイ１３４を備える。
【００１６】
　放送信号入力端子１１０は、例えばアンテナ１０３により受信されたディジタル放送信
号を受け取ることができる。アンテナ１０３は、例えば、地上ディジタル放送信号、ＢＳ
（ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送信号、及び／または
、１１０度ＣＳ（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送信
号を受信することができる。放送信号入力端子１１０は、上記したディジタル放送信号に
より供給される番組などのコンテンツのデータを受け取ることができる。
【００１７】
　放送信号入力端子１１０は、受信したディジタル放送信号をチューナ１１１に供給する
。チューナ１１１は、ディジタル放送信号用のチューナである。チューナ１１１は、チュ
ーニングしたディジタル放送信号を復調部１１２に送信する。
【００１８】
　復調部１１２は、受信したディジタル放送信号を復調する。これにより、復調部１１２
は、ディジタル放送信号からトランスポートストリーム（ＴＳ）などのコンテンツデータ
を取得する。復調部１１２は、取得したコンテンツデータを信号処理部１１３に入力する
。即ち、アンテナ１０３、チューナ１１１、及び復調部１１２は、コンテンツデータを受
信する受信部として機能する。
【００１９】
　信号処理部１１３は、コンテンツデータの分離などの信号処理を行う。即ち、信号処理
部１１３は、コンテンツデータをディジタル映像信号、ディジタル音声信号、及びその他
のデータ信号に分離する。信号処理部１１３は、音声処理部１２１に音声信号を供給する
。また、信号処理部１１３は、映像処理部１３１に映像信号を供給する。さらに、信号処
理部１１３は、制御部１５０にデータ信号を供給する。
【００２０】
　音声処理部１２１は、信号処理部１１３から受信したディジタル音声信号を、スピーカ
１２２により再生可能なフォーマットの信号（オーディオ信号）に変換する。例えば、音
声処理部１２１は、ディジタル音声信号をディジタル／アナログ変換によりオーディオ信
号に変換する。音声処理部１２１は、オーディオ信号をスピーカ１２２に供給する。スピ
ーカ１２２は、供給されるオーディオ信号に基づいて音を再生する。
【００２１】
　映像処理部１３１は、信号処理部１１３から受信したディジタル映像信号を、ディスプ
レイ１３４で再生可能なフォーマットの映像信号（表示用映像信号）に変換する。映像処
理部１３１は、信号処理部１１３から供給されたディジタル映像信号に基づいて表示用映
像信号を生成するレンダリングを行う。映像処理部１３１は、信号処理部１１３から供給
されたディジタル映像信号に対して種々の演算処理を行うことにより、レンダリングを行
う。映像処理部１３１は、レンダリングされた表示用映像信号を表示処理部１３３に出力
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する。
【００２２】
　ＯＳＤ処理部１３２は、制御部１５０から供給されたコマンドに応じて、メニュー画面
、Ｗｅｂ閲覧用のブラウザ、種々のアプリのウィンドウ、またはメニューなどの他の種々
の情報をディスプレイ１３４に表示させる為の表示用映像信号を生成する。ＯＳＤ処理部
１３２は、生成した表示用映像信号を映像処理部１３１から出力された表示用映像信号に
重畳させる。
【００２３】
　表示処理部１３３は、例えば、制御部１５０からの制御に基づいて、受信した映像信号
に対して色味、明るさ、シャープ、コントラスト、またはその他の画質調整処理を行う。
表示処理部１３３は、画質調整を施した表示用映像信号をディスプレイ１３４に供給する
。ディスプレイ１３４は、供給される表示用映像信号に基づいて映像を表示する。
【００２４】
　ディスプレイ１３４は、例えば、マトリクス状に配列された複数の画素を備える液晶表
示パネルと、この液晶パネルを照明するバックライトとを備える液晶表示装置などを備え
る。ディスプレイ１３４は、表示処理部１３３から供給される表示用映像信号に基づいて
映像を表示する。
【００２５】
　制御部１５０は、放送受信装置１００の各部の動作を制御する制御部として機能する。
制御部１５０は、ＣＰＵ１５１、ＲＯＭ１５２、ＲＡＭ１５３、及び不揮発性メモリ１５
４などを備えている。制御部１５０は、操作入力部１６１または受光部１６２から供給さ
れる操作信号に基づいて、種々の処理を行う。
【００２６】
　ＣＰＵ１５１は、種々の演算処理を実行する演算素子などを備える。ＣＰＵ１５１は、
ＲＯＭ１５２、または不揮発性メモリ１５４などに記憶されているプログラムを実行する
ことにより種々の機能を実現する。
【００２７】
　ＲＯＭ１５２は、放送受信装置１００を制御する為のプログラム、及び各種の機能を実
現する為のプログラムなどを記憶する。ＣＰＵ１５１は、操作入力部１６１から供給され
る操作信号に基づいて、ＲＯＭ１５２に記憶されているプログラムを起動する。これによ
り、制御部１５０は、各部の動作を制御する。
【００２８】
　ＲＡＭ１５３は、ＣＰＵ１５１のワークメモリとして機能する。即ち、ＲＡＭ１５３は
、ＣＰＵ１５１の演算結果、ＣＰＵ１５１により読み込まれたデータなどを記憶する。
【００２９】
　不揮発性メモリ１５４は、各種の設定情報、及びプログラムなどを記憶する不揮発性メ
モリである。
【００３０】
　また、制御部１５０は、ディスプレイ１３４に種々のユーザインターフェースを表示さ
せる為のコマンドを生成する。制御部１５０は、生成したコマンドをＯＳＤ処理部１３２
に供給する。これにより、制御部１５０は、映像に重畳させるユーザインターフェースを
ＯＳＤ処理部１３２に生成させることができる。
【００３１】
　操作入力部１６１は、例えば、ユーザによる操作入力に応じて操作信号を生成する操作
キー、またはタッチパッドなどを備える。また、操作入力部１６１は、キーボード、マウ
ス、または操作信号を生成する事ができる他の入力装置などから操作信号を受け取る構成
であってもよい。操作入力部１６１は、操作信号を制御部１５０に供給する。なお、タッ
チパッドは、静電容量式センサ、または他の方式に基づいて位置情報を生成するデバイス
を含む。
【００３２】
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　受光部１６２は、例えば、リモートコントローラ１６３からの赤外線を受光する受光レ
ンズと、受光した光を電気信号に変換するフォトダイオードなどのセンサとを備える。受
光部１６２は、受信した赤外線から元の操作信号を生成し、操作信号を制御部１５０に供
給する。
【００３３】
　リモートコントローラ１６３は、ユーザの操作入力に基づいて操作信号を生成する。リ
モートコントローラ１６３は、生成した操作信号を赤外線に変換し、赤外線を出力する。
これにより、リモートコントローラ１６３は、受光部１６２に赤外線を送信する。
【００３４】
　通信部１７１は、ＬＡＮまたは無線ＬＡＮによりインターネット、またはホームネット
ワークなどのネットワーク上の他の機器と通信を行なうことができる。これにより、放送
受信装置１００は、ネットワーク上に設置されたサーバ２００と通信することができる。
【００３５】
　ストレージ１７２は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、ソリッドステイトドライブ
（ＳＳＤ）、または他の記憶装置を備える。制御部１５０は、信号処理部１１３により処
理されたトランスポートストリームをストレージ１７２に記憶させることができる。また
、制御部１５０は、トランスポートストリームを他の形式のデータにエンコードすること
ができる。制御部１５０は、エンコードされたデータをストレージ１７２に記憶させる構
成であってもよい。これにより、放送受信装置１００は、放送信号により供給された番組
をストレージ１７２に録画することができる。
【００３６】
　なお、放送受信装置１００は、通信部１７１を介して放送受信装置１００に接続された
外部の記憶装置に番組を録画する構成であってもよい。
【００３７】
　なお、放送受信装置１００は、複数組のチューナ１１１及び復調部１１２を備える構成
であってもよい。放送受信装置１００は、チューナ１１１及び復調部１１２を複数組備え
ている場合、放送信号から複数の周波数の信号を取得することができる。これにより、放
送受信装置１００は、複数のチャンネルのトランスポートストリームを同時に取得するこ
とができる。これにより、放送受信装置１００は、複数のチャンネルの番組を同時にスト
レージ１７２に録画することが出来る。
【００３８】
　また、通信部１７１は、キーボード、マウス、マイク、ヘッドセットまたは他の入力装
置などから信号を受け取る構成であってもよい。例えば、放送受信装置１００がＵＳＢ端
子、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）のモジュールなどを備えている場合、通信部
１７１は、ＵＳＢ、またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈにより接続された入力装置から信号を受け
取り、制御部１５０に供給する。
【００３９】
　制御部１５０は、操作入力に応じて、放送信号を選局する。即ち、制御部１５０は、操
作入力に応じて、放送受信装置１００により表示する番組（または番組を提供するチャン
ネル）を選択する。
【００４０】
　また、制御部１５０は、放送信号から電子番組表（ＥＰＧ）を生成する為の情報を取得
する。例えば、制御部１５０は、各チャンネル内の各番組の番組情報（メタデータ）を取
得することができる。なお、番組情報は、放送局を示す情報、放送時間を示す情報、番組
のジャンルを示す情報、番組の概要を示す情報（番組概要）、及び番組の詳細を示す情報
（番組詳細情報）などを含む。制御部１５０は、取得した番組情報をＲＡＭ１５３または
不揮発性メモリ１５４に記憶する。
【００４１】
　また、制御部１５０は、記憶されている番組情報を解析することにより、放送信号に含
まれているチャンネルの一覧及び番組の一覧を認識することができる。さらに、制御部１
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５０は、番組情報に基づいてＥＰＧ画面を生成することができる。制御部１５０は、生成
したＥＰＧ画面をＲＡＭ１５３または不揮発性メモリ１５４に記憶する。さらに、制御部
１５０及びＯＳＤ処理部１３２は、ＲＡＭ１５３または不揮発性メモリ１５４に記憶され
たＥＰＧ画面を操作入力に応じてディスプレイ１３４に表示させることができる。
【００４２】
　また、図１に示されるように、サーバ２００は、制御部２５０、通信部２７１、及びス
トレージ２７２を備える。
【００４３】
　制御部２５０は、サーバ２００の各部の動作を制御する制御部として機能する。制御部
２５０は、ＣＰＵ２５１、ＲＯＭ２５２、ＲＡＭ２５３、及び不揮発性メモリ２５４など
を備えている。制御部２５０は、通信部２７１を介して入力された情報に基づいて種々の
処理を行う。
【００４４】
　ＣＰＵ２５１は、種々の演算処理を実行する演算素子などを備える。ＣＰＵ２５１は、
ＲＯＭ２５２、または不揮発性メモリ２５４などに記憶されているプログラムを実行する
ことにより種々の機能を実現する。
【００４５】
　ＲＯＭ２５２は、サーバ２００を制御する為のプログラム、及び各種の機能を実現する
為のプログラムなどを記憶する。
【００４６】
　ＲＡＭ２５３は、ＣＰＵ２５１のワークメモリとして機能する。即ち、ＲＡＭ２５３は
、ＣＰＵ２５１の演算結果、ＣＰＵ２５１により読み込まれたデータなどを記憶する。
【００４７】
　不揮発性メモリ２５４は、各種の設定情報、及びプログラムなどを記憶する不揮発性メ
モリである。
【００４８】
　通信部２７１は、ＬＡＮによりインターネット、またはホームネットワークなどのネッ
トワーク上の他の機器と通信を行なうことができる。これにより、サーバ２００は、ネッ
トワーク上に設置された放送受信装置１００と通信することができる。
【００４９】
　ストレージ２７２は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、ソリッドステイトドライブ
（ＳＳＤ）、または他の記憶装置を備える。制御部２５０は、通信部２７１を介して受け
取った種々の情報をストレージ２７２に記憶させることができる。
【００５０】
　上記したように、サーバ２００は、番組がより細かなシーンに分割されたイベントの固
有のイベントＩＤと、属性と、チャンネルと、放送日時とを対応づけて予めストレージ２
７２に記憶する。即ち、ストレージ２７２は、データベースとして機能する。
【００５１】
　サーバ２００は、通信部２７１により放送受信装置１００から自動録画条件を受け取る
。サーバ２００は、受け取った自動録画条件に該当する属性を持つイベントＩＤをストレ
ージ２７２から検索する。サーバ２００は、検索されたイベントＩＤに対応付けられてい
るチャンネル及び放送日時を特定する為の情報（特定情報）を放送受信装置１００に供給
する。これにより、サーバ２００は、放送受信装置１００を操作するユーザが所望した条
件に応じた番組のシーンを特定する為の情報を放送受信装置１００に供給することができ
る。
【００５２】
　図２及び図３は、自動録画設定及び自動録画条件を設定する為の処理の例を示す。　
【００５３】
　図２の各ウィンドウは、それぞれＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ）の一種である。制御部１５０は、ＯＳＤ処理部１３２にＧＵＩの種々の画面を
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レンダリングさせることができる。
【００５４】
　なお、ＧＵＩは、電子番組表、番組情報表示、及び各種メニューなどのディスプレイ１
３４上にグラフィカルに表示されるものを含む。制御部１５０は、ＧＵＩをディスプレイ
１３４に表示させるようにＯＳＤ処理部１３２を制御することにより、種々の情報をユー
ザに知らせることができる。
【００５５】
　制御部１５０は、設定メニューを開く操作信号を受信した場合、設定メニュー２０１を
ディスプレイ１３４に表示させる（ブロックＢ１１）。設定メニュー２０１は、自動録画
（おまかせ録画）の設定（自動録画設定）を設定する為のメニューを含む。
【００５６】
　設定メニュー２０１で自動録画設定が選択された場合、制御部１５０は、自動録画設定
メニュー２０２をディスプレイ１３４に表示させる（ブロックＢ１２）。自動録画設定メ
ニュー２０２は、自動録画（おまかせ録画）のオン／オフを切り替える為のメニューと、
フォーラム（即ち自動録画条件）の優先度を設定する為のメニューとを少なくとも含む。
【００５７】
　自動録画設定メニュー２０２で自動録画のオンが選択された場合、制御部１５０は、録
画機器設定メニュー２０３をディスプレイ１３４に表示させる（ブロックＢ１３）。録画
機器設定メニュー２０３は、録画先の記憶装置を選択する為のメニューと、録画可能時間
を選択する為のメニューと、自動録画設定を確定させる為の決定メニューとを少なくとも
含む。
【００５８】
　録画機器設定メニュー２０３で録画先の記憶装置を選択する為のメニューが選択された
場合、制御部１５０は、録画先の記憶装置を選択する為の選択メニュー２０４をディスプ
レイ１３４に表示させる（ブロックＢ１４）。選択メニュー２０４は、放送受信装置１０
０に接続されている記憶装置のリストを含む。制御部１５０は、選択メニュー２０４上で
の操作に基づいて、１つの記憶装置を選択する。制御部１５０は、選択した記憶装置を、
自動録画で番組を録画する記憶装置として設定する。
【００５９】
　また、録画機器設定メニュー２０３で録画可能時間を選択する為のメニューが選択され
た場合、制御部１５０は、録画可能時間を選択する為の選択メニュー２０５をディスプレ
イ１３４に表示させる（ブロックＢ１５）。選択メニュー２０５は、自動録画で使用する
記憶装置の容量の割合（パーセンテージ）を決定する為のメニューを含む。即ち、選択メ
ニュー２０５は、自動録画で録画された自動録画番組を保存する為の領域と、その他のデ
ータを保存する為の領域との比率を決定する為のメニューを含む。なお、図２の例では、
選択メニュー２０５は、「１０％（１０時間）」、「２５％（２６時間）」、「５０％（
５２時間）」、「７５％（８３時間）」、及び「９０％（１００時間）」などのメニュー
が表示されている。
【００６０】
　制御部１５０は、選択メニュー２０５上での操作に基づいて、選択メニュー２０４で選
択された記憶装置の記憶容量のうちの何％を自動録画番組を保存する為の領域として使用
するかを決定する。
【００６１】
　選択メニュー２０４及び選択メニュー２０５で録画先の記憶装置と、記憶容量の使用割
合とが選択された場合、制御部１５０は、録画機器設定メニュー２０３に戻る。制御部１
５０は、自動録画設定が完了したか否か判断する（ブロックＢ１６）。制御部１５０は、
録画機器設定メニュー２０３で決定メニューが選択された場合、フォーラム（自動録画設
定）の設定に移行する（ブロックＢ１７）。例えば、制御部１５０は、番組タイトル、人
名または地名などの固有名称を用いたキーワード、ランキング、ジャンル、操作履歴、検
索履歴、予約のキャンセル履歴、または他のユーザから供給された推薦情報などのいずれ
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か、または複数に基づいて、自動録画条件を生成する。
【００６２】
　放送受信装置１００は、例えば、自動録画条件をサーバ２００に予め設定された時間間
隔（例えば１日１回など）で送信する。これにより、放送受信装置１００は、自動録画条
件に該当するイベントが放送されるチャンネル及び日時を特定する為の特定情報を取得す
ることができる。放送受信装置１００は、特定情報と、自動録画設定とに基づいて、上記
の自動録画条件に該当する番組を自動的に録画する。即ち、放送受信装置１００は、自動
録画条件に該当する番組を、選択メニュー２０４で選択された記憶装置に、選択メニュー
２０５で選択された記憶容量の使用割合を超えない範囲で自動的に録画する。
【００６３】
　なお、自動録画条件に該当する番組が同時間帯に複数あり、放送受信装置１００により
録画可能な番組数を超えている場合、制御部１５０は、優先度に従って自動録画する番組
を自動的に選択する。自動録画設定メニュー２０２で自動録画条件の優先度を設定する為
のメニューが選択された場合、制御部１５０は、自動録画条件の優先度を設定する為の選
択メニュー２０６をディスプレイ１３４に表示させる。選択メニュー２０６は、上記の処
理により生成された自動録画条件のリストを含む。制御部１５０は、選択メニュー２０６
上での操作に基づいて、複数の自動録画条件を順位付けすることができる。
【００６４】
　制御部１５０は、自動録画設定メニュー２０２で自動録画のオフが選択された場合、自
動録画の予約を削除する。なお、制御部１５０は、自動録画の予約が既に準備中、または
、自動録画を実行中である場合、予約を削除せずに処理を継続する。また、制御部１５０
は、自動録画のオフが選択された場合であっても、自動録画設定の他の項目を保持する。
また、制御部１５０は、自動録画のオフが選択された場合であっても、自動録画により録
画された番組を削除せずに保持する。
【００６５】
　なお、制御部１５０は、選択メニュー２０４で録画先の記憶装置が選択された場合、選
択メニュー２０５を続けてディスプレイ１３４に表示させる構成であってもよい。またさ
らに、制御部１５０は、録画機器設定メニュー２０３で決定メニューが選択され、且つ既
に生成された自動録画条件が存在する場合、フォーラムの設定に移行せずに自動録画設定
メニュー２０２に戻る構成であってもよい。
【００６６】
　図４は、ストレージ１７２または他の記憶装置の容量の例を示す。　
【００６７】
　制御部１５０は、システム情報を記憶する為の領域４１０、「今すぐニュース」を記憶
する為の領域４２０、ユーザの操作に基づいて録画された番組（通常録画番組）を記憶す
る為の領域４３０、及び自動録画により録画された番組（自動録画番組）を記憶する為の
領域４４０を記憶装置内に確保する。なお、制御部１５０は、実際に記憶装置の記憶領域
を分割するのではなく、記憶領域を使用量（またはパーセンテージ）を設定する。
【００６８】
　制御部１５０は、領域４１０に領域４２０、４３０、及び４４０を管理する為の管理情
報を記憶する。制御部１５０は、領域４２０、４３０、及び４４０を実際のデータを記憶
する為の記憶領域として扱う。即ち、制御部１５０は、領域４２０、４３０、及び４４０
の記憶容量の合計を、記憶装置の記憶可能な容量（記憶装置の総容量）として扱う。
【００６９】
　領域４２０は、「今すぐニュース」に関するデータがすでに記憶されている領域４２１
と、空き領域４２２とを有する。領域４３０は、通常録画番組がすでに録画されている領
域４３１及び空き領域４３４を有する。また、制御部１５０は、通常録画番組が誤って削
除されないようにプロテクトをかけることができる。即ち、領域４３１は、プロテクトが
かけられた通常録画番組を記憶する領域４３２と、プロテクトがかけられていない通常録
画番組を記憶する領域４３３と、を有する。領域４４０は、自動録画番組がすでに録画さ
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れている領域４４１及び空き領域４４２を有する。
【００７０】
　制御部１５０は、入力に応じて放送信号により受信した番組を通常録画番組として記憶
装置の領域４３１に録画する。また、制御部１５０は、自動録画条件に対応した特定情報
が示す番組を自動録画番組として記憶装置の領域４４０に録画する。即ち、制御部１５０
は、入力に応じた自動録画条件をサーバ２００に送信し、サーバ２００から返信として供
給された特定情報を取得し、取得した特定情報が示す番組を自動録画番組として領域４４
０に録画する。
【００７１】
　制御部１５０は、自動録画設定に基づいて、領域４２０、４３０、及び４４０の容量の
合計である総容量に対する領域４４０の容量の割合を制御する。即ち、制御部１５０は、
総容量に対して、自動録画設定で設定された自動録画に用いられる容量のパーセンテージ
に応じた容量を領域４４０として確保する。
【００７２】
　なお、領域４４０には通常録画番組は録画できない為、通常録画番組を記憶することが
できる容量、即ちユーザが使用できる容量は、領域４３４に対応する容量である。
【００７３】
　なお、制御部１５０は、例えば、自動録画番組のデータに自動録画により録画されたデ
ータであることを示すフラグ（自動録画フラグ）を付加する。制御部１５０は、自動録画
フラグが付加された自動録画番組の容量の和が、自動録画設定で設定されたパーセンテー
ジを超えないように制御する。
【００７４】
　また、制御部１５０は、操作入力に応じて記憶装置の使用状況を確認する為の画面をデ
ィスプレイ１３４に表示させることができる。
【００７５】
　図５は、記憶装置（例えばハードディスク）の使用状況を確認する為の画面（ハードデ
ィスク残量画面）５０１の例を示す。
【００７６】
　制御部１５０は、図４における領域４２０、４３１、４３４、及び４４０の比率をハー
ドディスク残量画面５０１に表示させる。即ち、制御部１５０は、「今すぐニュース」を
記憶する為の領域４２０、自動録画番組を記憶する為の領域４４０、通常録画番組が既に
記憶されている領域４３１、及び通常録画番組を記憶することができる空き領域４３４の
容量の比率をハードディスク残量画面５０１に表示させる。さらに、制御部１５０は、ハ
ードディスクの総容量に対する領域４３４の容量の比率を「残量ｘｘ％」として表示させ
る。さらに、制御部１５０は、領域４３４の容量に応じた録画可能時間を表示させる。
【００７７】
　図６は、記憶装置（例えばハードディスク）の使用状況を確認する為の画面（ハードデ
ィスク残量画面）６０１の他の例を示す。なお、図６は、自動録画がオフに設定されてい
る場合のハードディスク残量画面６０１の例を示す。この場合、制御部１５０は、図４の
領域４４０を通常録画番組を記憶することができる空き領域４３４として扱う。
【００７８】
　制御部１５０は、図４における領域４２０、４３１、及び４３４の比率をハードディス
ク残量画面６０１に表示させる。即ち、制御部１５０は、領域４２０、領域４３１、及び
領域４３４の容量の比率をハードディスク残量画面６０１に表示させる。さらに、制御部
１５０は、ハードディスクの総容量に対する領域４３４の容量の比率を「残量ｘｘ％」と
して表示させる。さらに、制御部１５０は、領域４３４の容量に応じた録画可能時間を表
示させる。
【００７９】
　上記したように、放送受信装置１００は、自動録画番組を録画する領域の容量を、記憶
装置の総容量に対するパーセンテージに応じて制限することができる。これにより、放送
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受信装置１００は、通常録画番組を録画する容量が不足することを防ぐことができる。こ
の結果、より高い利便性を有する放送受信装置、自動録画システム、放送受信装置の制御
方法、及びサーバを提供することができる。
【００８０】
　放送受信装置１００は、設定によって、予約数（通常予約の数）の制限を変更する構成
であってもよい。放送受信装置１００は、予約数に制限がある場合がある。例えば、放送
受信装置１００は、自動録画を実行する場合に、通常予約と自動録画の予約とで予約の制
限数を分割する。また、放送受信装置１００は、自動録画がオンされた場合に通常予約の
数が分割された制限数を超える場合に、予約を削除することを促す通知をディスプレイ１
３４に表示させる構成であってもよい。また、放送受信装置１００は、入力に応じて通常
予約の制限数と自動録画の予約の制限数とをそれぞれ設定する構成であってもよい。
【００８１】
　また、自動録画番組を録画する領域の容量が無くなった場合、即ち、図４の領域４４２
がなくなった場合、制御部１５０は、図７により示されたウィンドウ７０１をディスプレ
イ１３４に表示させる。ウィンドウ７０１は、自動録画番組を録画する領域の容量が無く
なった旨を示す文字列と、既に録画されている自動録画番組を削除するか否かを選択させ
る為の選択メニューとを含む。
【００８２】
　制御部１５０は、ウィンドウ７０１上で既に録画されている自動録画番組の削除する旨
の選択メニューが選択された場合、ウィンドウ７０２をディスプレイ１３４に表示させる
。ウィンドウ７０２は、自動録画番組を自動的に削除するか手動で削除するかを選択させ
る選択メニューを含む。
【００８３】
　制御部１５０は、ウィンドウ７０２上で自動録画番組を自動的に削除する旨の選択メニ
ューが選択された場合、自動録画番組の削除を実行し、削除を実行した旨を示すウィンド
ウ７０３をディスプレイ１３４に表示させる。なお、制御部１５０は、例えば、古い順で
自動録画番組を削除する。
【００８４】
　また、制御部１５０は、ウィンドウ７０２上で自動録画番組を手動で削除する旨の選択
メニューが選択された場合、ウィンドウ７０４をディスプレイ１３４に表示させる。ウィ
ンドウ７０４は、自動録画番組のリストを含む。なお、制御部１５０は、自動録画番組の
リストを選択可能な状態でウィンドウ７０４に表示させる。制御部１５０は、ウィンドウ
７０４上で自動録画番組が選択された場合、選択された自動録画番組を削除し、ウィンド
ウ７０３をディスプレイ１３４に表示させる。
【００８５】
　なお、制御部１５０は、ウィンドウ７０４上で複数の自動録画番組を選択させる構成で
あってもよい。この場合、制御部１５０は、削除を実行する旨の選択メニューをウィンド
ウ７０４に表示させる。制御部１５０は、削除を実行する旨の選択メニューがウィンドウ
７０４上で選択された場合、ウィンドウ７０４上で選択された状態の自動録画番組を一括
で削除し、ウィンドウ７０３をディスプレイ１３４に表示させる。
【００８６】
　また、放送受信装置１００は、自動録画により予約された番組と、ユーザの操作により
予約された番組とを区別して表示する構成であってもよい。
【００８７】
　なお、放送受信装置１００は、自動録画番組を録画する領域の容量が足りるか否かを所
定時間ごとに判断する構成であってもよい。さらに、放送受信装置１００は、自動録画番
組を録画する領域の容量が足りない場合、自動録画番組を自動的に削除する構成であって
もよい。
【００８８】
　例えば、制御部１５０は、自動録画による予約録画が開始される所定時間前に、標準画
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質で所定時間（例えば２０分）録画する場合の容量を算出する。制御部１５０は、自動録
画番組を録画する領域の容量、即ち図４の領域４４２の容量が、算出された容量以上であ
るか否か比較する。
【００８９】
　制御部１５０は、自動録画番組を録画する領域の容量が算出された容量未満であると判
断した場合、自動録画番組の中で最も古い番組を削除する。即ち、制御部１５０は、図４
の領域４４１に格納されている自動録画番組のうちで最も古い番組を削除する。制御部１
５０は、番組の削除後に容量が足りるか否か再度判断する。制御部１５０は、自動録画番
組を録画する領域の容量が算出された容量を上回るまで番組を繰り返し削除する。これに
より、制御部１５０は、自動録画に必要な容量を自動的に確保することができる。
【００９０】
　また、制御部１５０は、自動録画を開始した場合、所定時間ごと（例えば５分毎）に自
動録画番組を録画する領域の容量が標準画質で所定時間（例えば２０分）録画する場合の
容量以上であるか否か比較する。制御部１５０は、空き容量が足りないと判断した場合、
自動録画番組の中で最も古い番組を削除し、必要な空き容量を確保する。
【００９１】
　また、放送受信装置１００は、通常の予約により番組を録画する場合、通常録画番組を
録画する領域の容量が足りるか否かを所定時間ごとに判断する構成であってもよい。さら
に、放送受信装置１００は、通常録画番組を録画する領域の容量が足りない場合、通常録
画番組を自動的に削除する構成であってもよい。
【００９２】
　例えば、制御部１５０は、予約録画が開始される所定時間前に、標準画質で所定時間（
例えば２０分）録画する場合の容量を算出する。制御部１５０は、通常録画番組を録画す
る領域の容量、即ち図４の領域４３４の容量が、算出された容量以上であるか否か比較す
る。
【００９３】
　制御部１５０は、通常録画番組を録画する領域の容量が算出された容量未満であると判
断した場合、保護されていない通常録画番組の中で最も古い番組を削除する。即ち、制御
部１５０は、図４の領域４３３に格納されている通常録画番組のうちで最も古い番組を削
除する。制御部１５０は、番組の削除後に容量が足りるか否か再度判断する。制御部１５
０は、通常録画番組を録画する領域の容量が算出された容量を上回るまで番組を繰り返し
削除する。これにより、制御部１５０は、予約録画に必要な容量を自動的に確保すること
ができる。
【００９４】
　また、制御部１５０は、予約録画を開始した場合、所定時間ごと（例えば５分毎）に通
常録画番組を録画する領域の容量が標準画質で所定時間（例えば２０分）録画する場合の
容量以上であるか否か比較する。制御部１５０は、空き容量が足りないと判断した場合、
保護されていない通常録画番組の中で最も古い番組を削除し、必要な空き容量を確保する
。
【００９５】
　図８は、放送受信装置１００で予約されている番組の一覧を示す予約リスト画面８０１
の例を示す。
【００９６】
　制御部１５０は、録画が予約された番組（通常の予約及び自動録画による予約）の一覧
を認識することができる。制御部１５０は、通常の予約及び自動録画による予約の一覧を
予約リスト画面８０１に表示させる。
【００９７】
　さらに、制御部１５０は、自動録画により予約された番組を認識することができる。例
えば、制御部１５０は、操作入力により指定された予約（通常の予約）と、自動録画によ
る予約とをそれぞれ個別に管理することにより、自動録画により予約された番組を認識す
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ることができる。制御部１５０は、自動録画により予約された番組にアイコン８０２を表
示させる。これにより、放送受信装置１００は、自動録画により予約された番組を視覚的
にユーザに認識させることができる。
【００９８】
　また、放送受信装置１００は、自動録画により録画された番組と、ユーザの操作により
録画された番組とを区別して表示する構成であってもよい。
【００９９】
　図９は、放送受信装置１００に記憶されている番組の一覧を示す録画リスト画面９０１
の例を示す。
【０１００】
　制御部１５０は、ストレージ１７２または他の記憶装置に記憶されている番組（通常録
画番組及び自動録画番組）の一覧を認識することができる。制御部１５０は、通常録画番
組及び自動録画番組の一覧を録画リスト画面９０１に表示させる。
【０１０１】
　さらに、制御部１５０は、自動録画により録画された番組を認識することができる。上
記したように、制御部１５０は、自動録画番組のデータに自動録画により録画された番組
であることを示す自動録画フラグを付加する。制御部１５０は、自動録画フラグが付加さ
れた番組を自動録画番組であると認識することができる。制御部１５０は、自動録画番組
アイコン９０２を表示させる。これにより、放送受信装置１００は、自動録画により録画
された番組を視覚的にユーザに認識させることができる。
【０１０２】
　また、放送受信装置１００は、自動録画により録画された番組のみを抽出して表示する
構成であってもよい。
【０１０３】
　図１０は、放送受信装置１００に記憶されている番組のうち、自動録画番組を抽出した
場合の録画リスト画面１００１の例を示す。
【０１０４】
　制御部１５０は、ストレージ１７２または他の記憶装置に記憶されている番組（通常録
画番組及び自動録画番組）のうち、自動録画番組を一覧として録画リスト画面１００１に
表示させる。これにより、放送受信装置１００は、自動録画により録画された番組を一覧
としてユーザに認識させることができる。
【０１０５】
　制御部１５０は、録画リスト画面９０１または他の一般的な録画リストに自動録画番組
のみを表示させる為の選択メニュー１００２を表示させる。制御部１５０は、選択メニュ
ー１００２が選択された場合に、自動録画番組のみを一覧表示させる。なお、自動録画番
組がストレージ１７２または他の記憶装置に記憶されていない場合、制御部１５０は、選
択メニュー１００２を表示させない。
【０１０６】
　また、放送受信装置１００は、自動録画により録画された番組を、自動録画条件を用い
て絞り込む構成であってもよい。
【０１０７】
　図１１は、放送受信装置１００に記憶されている番組のうち、自動録画番組を抽出した
場合の録画リスト画面１１０１の例を示す。録画リスト画面１１０１は、自動録画番組の
みを表示させる為の選択メニュー１１０２を含む。さらに、制御部１５０は、選択メニュ
ー１１０２が選択された場合に、自動録画条件の一覧を選択可能な上で表示した選択メニ
ュー１１０３を表示させる。
【０１０８】
　制御部１５０は、選択メニュー１１０３上で選択された自動録画条件に該当する自動録
画番組のみを録画リスト画面１１０１上に一覧表示させる。これにより、放送受信装置１
００は、ユーザにより選択された自動録画条件に応じた番組を一覧としてユーザに認識さ
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せることができる。
【０１０９】
　なお、制御部１５０は、自動録画により番組を録画する場合、自動録画に用いた自動録
画条件を自動録画番組に付加してストレージ１７２または他の記憶装置に記憶させる。こ
れにより、制御部１５０は、自動録画条件に対応する自動録画番組を抽出することができ
る。
【０１１０】
　また、放送受信装置１００は、操作入力に応じて、自動録画による予約を通常の予約に
切り替える構成であってもよい。
【０１１１】
　図１２は、予約内容を変更する為の予約内容変更画面１２０１の例を示す。　
【０１１２】
　制御部１５０は、操作入力に応じて、予約内容変更画面１２０１をディスプレイ１３４
に表示させる。例えば、制御部１５０は、図８の予約リスト画面８０１で自動録画により
予約された番組が選択された場合に予約内容変更画面１２０１をディスプレイ１３４に表
示させる。予約内容変更画面１２０１は、現行の予約内容と、予約内容を変更する為の選
択メニュー１２０２、１２０３、及び１２０４を含む。
【０１１３】
　現行の予約内容は、自動録画により予約された番組のタイトル、放送局、放送日時、録
画先、及び録画品質などを示す情報を含む。
【０１１４】
　選択メニュー１２０２は、自動録画による予約を通常の予約に切り替えるためのメニュ
ーである。制御部１５０は、選択メニュー１２０２が選択された場合、自動録画による予
約から通常の予約に切り替える。これにより、制御部１５０は、この予約により録画され
た番組を通常録画番組として扱うことができる。
【０１１５】
　選択メニュー１２０３は、自動録画による予約を削除するためのメニューである。制御
部１５０は、選択メニュー１２０３が選択された場合、自動録画による予約を削除する。
また、選択メニュー１２０４は、予約内容の変更をキャンセルするためのメニューである
。制御部１５０は、選択メニュー１２０４が選択された場合、予約内容変更画面１２０１
を閉じ、前の画面に戻る。
【０１１６】
　また、放送受信装置１００は、操作入力に応じて、自動録画番組を通常録画番組に切り
替える構成であってもよい。
【０１１７】
　図１３は、自動録画番組を通常録画番組に切り替える処理の例を示す。　
【０１１８】
　制御部１５０は、操作入力に応じて、ウィンドウ１３０１をディスプレイ１３４に表示
させる。ウィンドウ１３０１は、１件の自動録画番組を通常番組に変更するか、複数の自
動録画番組を一括して通常番組に変更するかを選択させる為の選択メニューを含む。
【０１１９】
　ウィンドウ１３０１で１件の自動録画番組を通常番組に変更する旨の選択メニューが選
択された場合、制御部１５０は、録画リスト画面１３０２をディスプレイ１３４に表示さ
せる。
【０１２０】
　録画リスト画面１３０２は、録画リスト１００１と同様に、自動録画番組の一覧を含む
。なお、制御部１５０は、各自動録画番組を選択可能な状態で表示する。さらに、録画リ
スト画面１３０２は、録画リスト画面１３０２上で選択された番組の情報を表示する為の
表示領域１３０３と、変更を実行する為の選択メニュー１３０４とを有する。
【０１２１】
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　制御部１５０は、録画リスト画面１３０２上で選択された番組のタイトル、放送局、放
送日時、及び自動削除の対象であることを示すアイコンなどを示す情報を表示領域１３０
３に表示させる。さらに、制御部１５０は、選択された番組のプレビューを表示させる為
の表示領域１３０５を備えていてもよい。さらに、制御部１５０は、選択メニュー１３０
４が選択された場合、ウィンドウ１３０６をディスプレイ１３４に表示させる。ウィンド
ウ１３０６は、選択された自動録画番組を通常録画番組に切り替えるか否かを選択させる
ための選択メニューを含む。選択された自動録画番組を通常録画番組に切り替える旨の選
択メニューがウィンドウ１３０６上で選択された場合、制御部１５０は、録画リスト画面
１３０２上で選択された自動録画番組を通常録画番組に切り替える。例えば、制御部１５
０は、録画リスト画面１３０２上で選択された自動録画番組から自動録画フラグを削除す
ることにより、自動録画番組を通常録画番組に切り替える。
【０１２２】
　さらに、制御部１５０は、記憶装置内の容量を逐次再計算する構成であってもよい。例
えば、制御部１５０は、録画リスト画面１３０２上で選択された番組の録画先、録画品質
、記憶装置の録画可能時間、自動録画番組から通常録画番組に変更された後の記憶装置の
残量の変化を示す情報などを表示領域１３０３に表示させる構成であってもよい。
【０１２３】
　図１４は、複数の自動録画番組を一括して通常録画番組に切り替える処理の例を示す。
　
【０１２４】
　制御部１５０は、操作入力に応じて、ウィンドウ１３０１をディスプレイ１３４に表示
させる。
【０１２５】
　ウィンドウ１３０１で複数の自動録画番組を通常番組に変更する旨の選択メニューが選
択された場合、制御部１５０は、録画リスト画面１４０２をディスプレイ１３４に表示さ
せる。
【０１２６】
　録画リスト画面１４０２は、録画リスト画面１３０２と同様に、自動録画番組の一覧を
選択可能な状態で表示する。なお、制御部１５０は、自動録画番組の一覧を複数同時に選
択可能な状態で録画リスト画面１４０２に表示させる。さらに、録画リスト画面１４０２
は、録画リスト画面１３０２上で選択された番組の情報を表示する為の表示領域１４０３
と、変更を実行する為の選択メニュー１４０４とを有する。
【０１２７】
　制御部１５０は、録画リスト画面１４０２上で選択された番組のタイトル、放送局、放
送日時、及び自動削除の対象であることを示すアイコンなどを示す情報を表示領域１４０
３に表示させる。なお、制御部１５０は、自動録画番組が複数選択されている場合、最後
に選択された自動録画番組に関する情報を表示領域１４０３に表示させる。
【０１２８】
　さらに、制御部１５０は、選択された番組のプレビューを表示させる為の表示領域１４
０５を備えていてもよい。なお、制御部１５０は、自動録画番組が複数選択されている場
合、最後に選択された自動録画番組のプレビューを表示領域１４０５に表示させる。
【０１２９】
　さらに、制御部１５０は、選択メニュー１４０４が選択された場合、ウィンドウ１４０
６をディスプレイ１３４に表示させる。ウィンドウ１４０６は、選択された自動録画番組
を通常録画番組に切り替えるか否かを選択させるための選択メニューを含む。選択された
自動録画番組を通常録画番組に切り替える旨の選択メニューがウィンドウ１４０６上で選
択された場合、制御部１５０は、録画リスト画面１４０２上で選択された複数の自動録画
番組を一括で通常録画番組に切り替える。例えば、制御部１５０は、録画リスト画面１４
０２上で選択された複数の自動録画番組の自動録画フラグを削除することにより、複数の
自動録画番組を通常録画番組に切り替える。
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【０１３０】
　さらに、制御部１５０は、記憶装置内の容量を逐次再計算する構成であってもよい。例
えば、制御部１５０は、録画リスト画面１４０２上で選択された複数の自動録画番組が通
常録画番組に変更された後の記憶装置の残量の変化を示す情報などを表示領域１４０３に
表示させる構成であってもよい。
【０１３１】
　また、記憶装置の空き容量が足りない場合、自動録画をオンできない場合がある。この
場合、通常録画番組を削除し、記憶装置の空き容量を確保する必要がある。
【０１３２】
　図１５及び図１６は、通常録画番組を削除する処理の例を示す。　
【０１３３】
　制御部１５０は、操作入力に応じて、図１５の録画リスト画面１５０１をディスプレイ
１３４に表示させる。
【０１３４】
　録画リスト画面１５０１は、通常録画番組の一覧を選択可能な状態で表示する。なお、
制御部１５０は、通常録画番組の一覧を複数同時に選択可能な状態で録画リスト画面１５
０１に表示させる。さらに、録画リスト画面１５０１は、録画リスト画面１５０１上で選
択された番組の情報を表示する為の表示領域１５０３と、削除を実行する為の選択メニュ
ー１５０４と、記憶装置の空き容量を計算する為の選択メニュー１５０５とを有する。
【０１３５】
　制御部１５０は、録画リスト画面１５０１上で選択された番組のタイトル、放送局、放
送日時、番組の録画先、及び録画品質などを示す情報を表示領域１５０３に表示させる。
なお、制御部１５０は、番組が複数選択されている場合、最後に選択された番組に関する
情報を表示領域１５０３に表示させる。
【０１３６】
　さらに、制御部１５０は、選択された番組のプレビューを表示させる為の表示領域１５
０６を備えていてもよい。なお、制御部１５０は、番組が複数選択されている場合、最後
に選択された番組のプレビューを表示領域１５０６に表示させる。
【０１３７】
　さらに、制御部１５０は、選択メニュー１５０４が選択された場合、録画リスト画面１
５０１上で選択された番組を削除する。また、制御部１５０は、選択メニュー１５０５が
選択された場合、録画リスト画面１５０１上で選択された番組が削除された場合の通常録
画番組の録画時間及び自動録画番組の録画時間を計算し、図１６の自動録画計算画面１６
０１をディスプレイ１３４に表示させる。
【０１３８】
　自動録画計算画面１６０１は、記憶装置を特定する為の情報と、通常録画番組の録画時
間と、自動録画番組の録画時間とを含む。さらに、自動録画計算画面１６０１は、自動録
画設定で選択可能な容量のパーセンテージを示す情報を含む。
【０１３９】
　即ち、制御部１５０は、録画リスト画面１５０１上で選択された番組が削除された場合
の通常録画番組の録画時間と、自動録画番組の録画時間とを認識する。制御部１５０は、
認識した自動録画番組の録画時間と、記憶装置の空き容量との合計が、各選択肢に対応し
た時間を上回っているか否か判断する。制御部１５０は、自動録画番組の録画時間と、記
憶装置の空き容量との合計が、各選択肢に対応した時間を上回っている場合、選択肢が選
択可能であると判断する。
【０１４０】
　また、選択肢が選択不可であると判断した場合、制御部１５０は、自動録画番組または
通常録画番組を何時間削除すれば選択肢が選択可能になるかを算出する。制御部１５０は
、判断結果に基づいて、自動録画設定の各選択肢が選択可能であるか否かを自動録画計算
画面１６０１に表示する。
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【０１４１】
　またさらに、制御部１５０は、自動録画番組または通常録画番組を何時間削除すれば選
択肢が選択可能になるかを示す情報を自動録画計算画面１６０１に表示する。これにより
、放送受信装置１００は、選択された通常録画番組を削除した場合に選択可能な自動録画
設定で選択肢をユーザに認識させることができる。また、放送受信装置１００は、自動録
画設定で選択肢を選択可能な状態にするために削除する必要がある通常録画番組または自
動録画番組の時間をユーザに認識させることができる。
【０１４２】
　また、放送受信装置１００は、記憶装置が自動録画の録画先として指定されていること
をユーザが視覚的に認識できるように表示する構成であってもよい。
【０１４３】
　図１７及び図１８は、記憶装置が自動録画の録画先として指定されている場合の情報の
表示例を示す。
【０１４４】
　制御部１５０は、操作入力に応じて、図１７の機器の取り外し画面１７０１をディスプ
レイ１３４に表示させる。
【０１４５】
　機器の取り外し画面１７０１は、取り外す記憶装置を選択する為の選択メニュー１７０
２を含む。さらに、機器の取り外し画面１７０１は、記憶装置毎に接続状態、登録番号、
動作状態、及び登録名などの情報を表示する。
【０１４６】
　接続状態は、記憶装置が接続中であるか否かと、自動録画の録画先として設定されてい
るか否かとを示す情報である。登録番号は、記憶装置を放送受信装置１００が認識する為
の番号である。動作状態は、記憶装置が動作中であるか否かを示す情報である。登録名は
、記憶装置をユーザに識別させる為の情報である。
【０１４７】
　制御部１５０は、選択メニュー１７０２で自動録画の録画先として設定されている記憶
装置の取り外しが選択された場合、図１８の機器の取り外し画面１８０１をディスプレイ
１３４に表示させる。
【０１４８】
　機器の取り外し画面１８０１は、記憶装置の登録名と、記憶装置が自動録画の録画先と
して設定されていることをユーザに認識させる為の文字列とを含む。さらに、機器の取り
外し画面１８０１は、記憶装置の取り外しを実行するか否かを選択する為の選択メニュー
１８０２及び１８０３を含む。制御部１５０は、記憶装置の取り外しを実行する旨の選択
メニュー１８０２が選択された場合、機器の取り外し画面１７０１で選択された記憶装置
の取り外しを実行する。また、制御部１５０は、記憶装置の取り外しを実行しない旨の選
択メニュー１８０３が選択された場合、機器の取り外し画面１７０１に戻る。
【０１４９】
　これにより、放送受信装置１００は、自動録画の録画先として設定されている記憶装置
がユーザの意図に反して取り外されることを防ぐことができる。
【０１５０】
　上記したように、放送受信装置１００は、記憶装置の総容量に対して自動録画に用いる
容量をパーセンテージで制限することができる。
【０１５１】
　また、放送受信装置１００は、自動録画番組と通常録画番組とをユーザに視覚的に識別
させることができる。また、放送受信装置１００は、通常の予約と、自動録画による予約
とをユーザに視覚的に識別させることができる。
【０１５２】
　また、放送受信装置１００は、自動録画番組の一覧を表示することができる。さらに、
放送受信装置１００は、自動録画条件毎に自動録画番組を絞り込んで一覧として表示する
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【０１５３】
　また、放送受信装置１００は、自動録画番組を通常録画番組に切り替えることができる
。また、放送受信装置１００は、自動録画による予約を通常の録画予約に切り替えること
ができる。
【０１５４】
　また、放送受信装置１００は、自動録画に用いる容量、通常録画番組が録画されている
容量、及び通常録画番組を録画することができる容量をそれぞれ視覚的に表示することが
できる。
【０１５５】
　また、放送受信装置１００は、自動録画に用いる容量が足りなくなった場合、最も古い
自動録画番組を削除することにより、容量を確保することができる。
【０１５６】
　また、放送受信装置１００は、通常録画番組を削除した場合の記憶装置の空き容量の変
化をユーザに視覚的に認識させることができる。
【０１５７】
　また、放送受信装置１００は、自動録画の録画先として設定されている記憶装置をユー
ザに視覚的に認識させることができる。
【０１５８】
　この結果、より高い利便性を有する放送受信装置、自動録画システム、放送受信装置の
制御方法、及びサーバを提供することができる。
【０１５９】
　なお、上述の各実施の形態で説明した機能は、ハードウエアを用いて構成するに留まら
ず、ソフトウエアを用いて各機能を記載したプログラムをコンピュータに読み込ませて実
現することもできる。また、各機能は、適宜ソフトウエア、ハードウエアのいずれかを選
択して構成するものであっても良い。
【０１６０】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形態
に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【０１６１】
　１００…放送受信装置、１１３…信号処理部、１２１…音声処理部、１２２…スピーカ
、１３１…映像処理部、１３２…ＯＳＤ処理部、１３３…表示処理部、１３４…ディスプ
レイ、１５０…制御部、１５１…ＣＰＵ、１５２…ＲＯＭ、１５３…ＲＡＭ、１５４…不
揮発性メモリ、１６１…操作入力部、１６２…受光部、１６３…リモートコントローラ、
１７１…通信部、１７２…ストレージ、２００…サーバ、２５０…制御部、２５１…ＣＰ
Ｕ、２５２…ＲＯＭ、２５３…ＲＡＭ、２５４…不揮発性メモリ、２７１…通信部、２７
２…ストレージ。
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